
サウスダコタ州概要

政 治 経 済 日本との関係

【州政治】
１．知事：デニス・ダガード

(Dennis Daugaard)(共)
2011年1月就任，現在1期目

２．議会構成：二院制
(10年11月選挙結果）
上院議席数35 民主党5 共和党30
下院議席数70 民主党19 共和党50  独立1

３．内政状況：
1964年以降，大統領選挙で共和党が勝利してい

るように共和党支持色が強い。
2011年1月，ダガード知事が就任。同知事はラウ

ンズ前知事政権で副知事を務めており，2010年中間

選挙では圧倒的勝利を収めた。
州選出の連邦下院議席は1議席のみだが，2010

年中間選挙ではノエム議員（共）が民主現職を破り，
共和党が議席を奪取。民主党にとっては手痛い敗北
となった。

【州経済】
１．主要産業
・農業：穀物（オート麦，ライ麦，春小麦，大麦等），

飼料作物(ﾋﾏﾜﾘ，ﾄｳﾓﾛｺｼ)，畜産(牛，羊，豚
等)
・製造業：食品加工業，機械工業等
・金融業（クレジットカード）

２．GDP：383億ドル（2009年）
３．１人当たり個人所得：38,208ドル（2009年）
４．失業率：4.5％（2010年12月）
５．輸出額：1,011百万ドル（2009年）

６．輸出品目：加工食品，一般機械，電算電子機器，
アルコール・タバコ

７．輸出相手国：カナダ（34％），メキシコ（18％），
タイ（12％），香港（10％），ドイツ（4％)

８．予算：（2009年：出典 U.S. Census Bureau）
歳 入： 2,446百万ドル
歳 出： 4,109百万ドル
累積赤字： 3,626百万ドル

９．経済状況
サウスダコタ州の主要産業は農業であり，広大な

土地を生かし，全米有数の生産を誇る麦類，ヒマ
ワリ，トウモロコシ等の作物，牛，羊，豚等の各種
畜産も盛んである。農業に加え，スーフォールズ一
帯では食品加工と金融，ラピッドシティでは観光が
主要な産業となっている。

【対日経済】
１．対日輸出額：24百万ドル（2009年）

２．主要輸出品目
加工食品，鉱物，中古販売，その他製造業

３．日系企業の進出状況
9事業所（2009年10月現在）

１．全般
駐日事務所は有していないが，アリゾナ・ユタ・ワ

イオミング・ニューメキシコ州と共に「アメリカ西部５
州政府観光局(USWEST.TV)」と称してウェブサイト

を開設し，日本人観光客の招致に努めている。

２．要人往来
特になし。

３．文化，広報関係：
スーフォールズには日本万博基金補助金で修復

された日本庭園（松濤庭園）もある。

４．在留邦人数（2011年1月18日現在）
208人

５．姉妹都市関係（１）
日光市（旧今市市）（栃木県）―ラピッドシティ
（2007年10月再提携）
ほぼ毎年訪問団が往来し，活発な交流を行って

いる。

面積：199,731平方キロ
(日本の本州の約9/10)
(全米50州中17位)

人口：814,180 人
(2010年国勢調査)(全米46位)

【連邦政治】
１．大統領選挙人数：3名
２．2008年大統領選挙における勝利政党：

共和党（得票率53.2％）

３．連邦上院議員
ティム・ジョンソン(Tim Johnson) (民)
ジョン・スーン(John R. Thune)(共)

４．連邦下院議員（議席数1名）
クリスティ・ノエム(Kristi Noem)(共)

平成２３年１月現在
在シカゴ総領事館


